

１　右の絵のような石の体積を求めます。後の問いに答えましょう。

（１）この石を１辺が５ｃｍの立方体に近いと考えたときの、およその体積を求めましょう。

　　（式）

答え（　　　　　　　　　　　　）

（２）よしこさんは、この石を水そうにしずめて増えた水の体積と、石の体積が等しいと考え、調べることにしました。使った水そうの内のりは、底面が直径20ｃｍの円で、深さが14ｃｍの円柱の形でした。結果は下の図のようになりました。よしこさんの考えで、石の体積を求めましょう。
　（水槽を横から見た図）




　　（式）

答え（　　　　　　　　　　　　）

１　領域：「量と測定」

　単元：「角柱と円柱の体積」
　評価の観点

出題の趣旨…石の体積を、およその形と考えたり、水の体積に置き換えたりして求めることができるかを見る。
　解答
　（１）（式）５×５×５＝125　　　　　（答え）125㎤
　（２）（式）12－11.6＝0.4
　　　　　　 10×10×3.14×0.4＝125.6　（答え）125.6㎤

【 小学校算数・単元別問題 】
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